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さきに本小論(その2)* では昭和45 年(1970 年)問題

とし て注視 され始 めた住宅 産業問題 につ いて，今後 の住

宅需 要数，住宅投資額 とその内容 等から住宅 産業 に関し

て行政側，住宅産業側及び建築家，学者 の各々 の果ナ役

割 につい て具体的 にのべ た。又1970 年 に入 り民 間デ ィ

ベロッパ ーにより新 しく技術開発された も のに限 り(本

年 ４月 現在) その建築技 術，工 法，材料, 及び間取 に現 わ

れ た問題につい て検討した。

本小 論(その３)では引続 き新し く技術 開発 されたもの

につい て以 上 の各視点 から検討 するが，在来 の住宅(高

層RC 住宅，プレノヽブ住宅， ユニ ット式住宅)に比し て

著しい変化が みら れる。数 少ない具体例 につい てもその

内容は各企業 によって異 り，今後大量生産方式によっ て

生 み出 される多く の住宅 がかなり質的 にはさ まざまな状

態で世 に出 される可能性があ る。
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